
患者さんの権利  
私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行います。 
１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

２.個人として人格を尊重される権利 

３.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

４.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選択する権利 

５.個人情報やプライバシーが守られる権利 

６.セカンドオピニオンを受ける権利 

７.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療歴・アレル

ギー歴などの情報を提供する必要があります。 

２.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り組む必要が

あります。 

３.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生活上のルー

ルやマナーを遵守する必要があります。 

 働く女性と職場環境について 

  

 平成21年に行われた国内の全病院（8880施設）を対象とした「女性医師の勤務環境の現況に関す

る調査」によると、有効回答数7467施設のうち職場に保育所・託児所があるのは全体の約半分の3605

施設であり、さらに24時間対応してもらえる保育所があると答えたのは729施設で全体の1割にとどまる。そ

の中で緊急時保育が受けられるのは690施設、病児保育もとなると435施設にまで減ってしまうそうだ。 

 私が長女を出産するずっと前から平松記念病院（昭和42年 院内保育所開設）には24時間対応の院

内保育所があり、私も大変お世話になった。授乳時間には子供と接することができ、乳飲み子を置い

て働くということで感じたかもしれない罪悪感に苛まれることなく仕事に集中できた。結婚・出産を経て働

き続ける女性が多くなり、仕事と育児を両立しやすい職場環境を整えることは、働く女性のためだけにと

どまらず少子化対策にもつながる重要なことだろう。 

 子育てが一段落した今、改めて恵まれた環境で働けたことを感謝したい。 

平松記念病院 

副診療部長 藤本 香織 
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基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます。 

１.精神障害者の医療および保護を行い、自立のために、社会復帰および社会 

 的経済活動への支援をします。 
 

２.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し、地域に根ざ 

 した病院を目指します。 

理 念 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように努めます。 

２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 

３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 

４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 

５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 

 はじめまして。第２8号より参加させていた
だくことになりました、精神保健福祉士の豊田
と申します。広報誌作りを通じて、平松記念病
院について新たな発見ができるのでは…と楽し
みです。今回から新企画として院内の委員会活
動について紹介することになり、第１回は私た
ち広報委員会でした。日々の活動について少し
でも知っていただければ幸いです。今後ともよ
ろしくお願い致します。 

第28号 

適切な精神科医療・保健・福祉を目指し次の二つの柱を 

基礎に据えます。 

平松記念病院 広報誌 

平松記念病院院内保育園ピッコロ保育園・・・当院職員を対象とした院内保育施設で24時間対応、年中無休で運営し、 

安心して勤務できる環境を提供しています。 

 現在（2012年8月）登録児童数…25名、保育士…9名 

 6月13（水）・14（木）・15（金） 当院大会議室にて疑似体験システムを近隣調剤薬局と当院スタッ

フ向けに開催しました。「バーチャルハルシネーション」は、統合失調症の急性期に見られる症状をリアル

に擬似体験できる、疾患教育のツールとして開発されました。「バーチャルセ

デーション」は患者さんが困っている過剰な鎮静状態を体験できる疑似体験シ

ステムです。日常生活における鎮静状態をモニター、バイザー、電話、ボード

を使って簡単な作業を行いながら、体験することができます。 

 参加者からは「患者さんの大変さが理解できた」との声がありました。 

 

提供：ヤンセンファーマ（株）・大塚製薬（株） 

 7月21日、７月22日に第２４回病院対抗ソフトボール大会が旭川市で

行われました 

結果は…準優勝!! 
全道から６病院が参加し、２１日の懇親会では大活躍でしたが22日の試合

では、２連覇中の我がチームは、予選は順調に勝ち進み、決勝戦ではこの

２年間同じ端野病院との決戦でした。お互いを知り尽くした相手との戦いで

決勝戦にふさわしいシーソーゲームでしたが、最後は力尽き３連覇はなりま

せんでした。来年に向け課題も十分わかりましたので優勝を目指します!! 

ある晴れた日の昼休みに 



  

澄川中学校の皆さん素敵な演奏ありがとう(*̂ _̂ *) 
ひんやりアイスで夏気分(̂ ô ) 

夜の部の盆踊りや花火★夏を満喫しました(>_<)  

 去る8月8日、当院の一大イベントである「夏祭り」が開催されました。

天候に恵まれ絶好のお祭り日和となり、出店は冷たいアイスが人気

だった様です。今年のイベントは澄川中学校のビッグバンドの方々の演

奏を聞く事が出来、昨年に負けず劣らず活気あるお祭りとなりました。

夜は強風で心配されていた花火も打ち上げる事が出来、充実した夏

のひとときを過ごす事が出来ました。 

ジュースは毎年大盛況♡ 

子供達も一緒に踊りました★  夏祭り開催日に合わせて、当院の柴田管理

栄養士より「生活習慣病を防ぐ食事につい

て」～心の病気と食事との関連～と題して市

民公開講座を開催いたしました。偏った食生

活では生活習慣病に陥りやすく、また心の病

気にも関連しやすいとの内容で、食の重要性

を再認識し、食生活を見つめ直すよい機会と

なりました。   

 今後も当院ではさまざまの分野での講座を

企画し、市民講座を開催して参りますので、

皆さまのご参加をお待ちしております。講座

開催につきまして当院ホームページ等で随時

お知らせさせていただきます。 

去る7⽉4⽇（⽔）デイケア⾏事のバス旅⾏で「ハイジ牧場」へ⾏っ
て来ました。天候にも恵まれ、途中休憩所の「アイスの家」ではほとん
どの⽅が名物のアイス（ソフト）クリームを堪能していました。現地で
は昼⾷のお弁当（これも皆さん⼤絶賛!!）の後は⾃由時間。パーク
ゴルフや乗⾺、買い物、ソフトクリームのはしご等思い思いに過ごされ
ていました。札幌から1時間程度のところにこんなに⾃然豊かで動物と
触れ合うことの出来る場所があることを知り、皆さん感激されたようで
す。 次回はどこに⾏きましょうか？ 

 
 第27号まで掲載されていました「笑って聞くとも」に変わり、今号から当院で⾏っている委員会活動についてお知らせすることになりました。 
その先陣を飾らさせて頂きます。「広報委員会」です。 
『広報』という⾔葉から皆さんはどのようなイメージをされるでしょうか？ 
⼀般的にはテレビ・ラジオ・新聞・雑誌・最近ではネット等マスコミのコマーシャルの広告、宣伝を想起されると思います。まさにその通り。
我々、広報委員は「平松記念病院のことをより広く知ってもらうこと」を⽬的に活動しています。堅苦しくなりますが規定では「特定医療法⼈
社団慈藻会平松記念病院が地域住⺠に向けて、『当院の業務や活動内容のお知らせ、および地域精神医療の啓蒙活動』を⾏うことを
⽬的とする。」とされています。 
 具体的には現在皆様に⾒ていただいている広報誌の作成、発刊、ホームページの作成、更新（最近ではスマートフォンからも閲覧できる
ようになりました）、院内業務・精神保健情報の収集およびお知らせ（夏祭り等イベント⾏事や市⺠公開講座のお知らせ、パンフレットの
配布等）になります。 
 そのための作業として⽉に⼀度の「委員会」（会議）を⾏い、組織としての活動内容の確認を⾏いながら、他の部署・委員会との連携を
継続しつつ活動しています。 メンバーは医師・看護師・作業療法⼠・精神保健福祉⼠・⼼理⼠・医療事務と幅広く、そのため委員会で
は⾊々な⾓度から意⾒が出され熱い討論が繰り広げられることも度々あります。これまで広報誌の内容に⾏き詰まり何度かピンチを迎えた
こともあったのですが、そこは持ち前のチームワークで乗り切り現在に⾄っております。 広報誌・ホームページ共にまだまだ⼗分と⾔えないとは
思いますが、今後も委員⼀同協⼒して活動していこうと思っていますのでご協⼒お願いします。                                                  
                                                                                 ⽂責：広報委員⻑ 吉⽥ 
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 当院の委員会活動の紹介  
 

新企画 

広報委員メンバーです 




